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発刊に当たって

▽月刊誌「ミックス」（大分合同新聞社発行）で連載した「政治は創造なり・元大分市長上田保物語」（2001 年 5 月号～ 2002 年 4 月号）

に若干手直しを加え、改題して 2003 年 2 月に書籍「ロマンを追って─元大分市長上田保物語─」を発刊。その書籍をデジタル

化したのが、今回のデジタルブックです。　　　（本書に登場する人物の年齢や肩書き、施設名称等は、「ミックス」連載時点のもの）
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に
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上
田
保
は
い
つ
頃
か
ら
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
、
ど
ん
な
思
考
回
路
を

経
て
奇
想
天
外
な
水
族
館
構
想
を
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
高
崎
山

自
然
動
物
園
の
入
園
客
が
年
間
九
十
万
人
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
昭
和

三
十
三
年(

一
九
五
八)

、
同
園
入
り
口
の
駐
車
場
だ
け
で
は
、
急
増
す

る
マ
イ
カ
ー
や
観
光
バ
ス
を
収
容
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
長
三
期
目
の
保
は
高
崎
山
沖
を
埋
め
立
て
、
新
た
に
駐

車
場
用
地
を
確
保
し
よ
う
と
計
画
し
た
。
そ
の
際
、
彼
は
「
九
十
万
人
も

の
入
園
客
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
新
駐
車
場
用
地
に

足
止
め
さ
せ
る
も
う
一
つ
の
観
光
施
設
は
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
思
案

の
末
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、「
海
岸
の
観
光
施
設
と
い
え
ば
水
族
館
し

か
な
い
。
そ
れ
も
魚
を
ケ
ー
ス
に
閉
じ
込
め
る
既
存
の
も
の
で
は
な
く
、

全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
水
族
館
」
だ
っ
た
。

　

で
は
、
ど
ん
な
水
族
館
に
し
た
ら
い
い
の
か
。
野
生
ザ
ル
の
え
づ
け
の

と
き
と
同
じ
よ
う
に
〝
苦
吟
〟
が
続
く
。
自
宅
の
書
斎
で
推
考
を
重
ね
て

も
う
一
つ
の
観
光
施
設

い
る
う
ち
頭
が
疲
れ

る
と
、
彼
は
よ
く
読

書
を
し
て
気
分
転
換

を
図
っ
た
。
そ
れ
は

古
文
で
あ
っ
た
り
、

随
筆
や
現
代
小
説
、

あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト

教
関
係
の
書
物
だ
っ

た
り
す
る
。

自
宅
の
書
斎
で
読
書
す
る
保
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そ
の
時
は
、
た
ま
た
ま
山
弥
長

者
に
触
れ
て
い
る
井
原
西
鶴
の

「
日
本
永
代
蔵
」
や
貝
原
益
軒
の

「
豊
国
紀
行
」、「
守
田
家
過
去
帳
」

「
雉
城
雑
誌
」
な
ど
の
文
献
、
史

料
が
机
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
保
は
長
者
伝

説
を
ま
と
め
た
古
い
史
料
を
手
に

取
り
、
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
み

た
。次
の
く
だ
り
が
目
に
留
ま
る
。

　
「
あ
る
日
、
府
内
城
主
日
根
野

吉
明
が
長
者
の
屋
敷
を
訪
れ
た
と

ギ
ヤ
マ
ン
張
り
の
天
井

き
、
長
者
の
息
子
が
寝
た
ま
ま
で
応
対
し
、
ギ
ヤ
マ
ン
（
ガ
ラ
ス
）
張
り
の

天
井
の
上
で
飼
っ
て
い
た
金
魚
を
足
で
指
し
た
。
そ
の
態
度
に
烈
火
の
ご
と

く
怒
っ
た
吉
明
は
長
者
一
族
を
こ
と
ご
と
く
処
刑
し
た
」
と
い
う
内
容
。

　
〈
山
弥
長
者
と
称
さ
れ
る
山
弥
之
助
（
姓
は
守
田
ま
た
は
古
田
と
も
い

う
）
は
府
内
の
一
介
の
行
商
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
行
商
中
に
日
向
の

地
で
大
鉱
脈
を
発
見
し
て
西
国
一
の
大
長
者
と
な
り
、
府
内
城
下
に
大
邸

宅
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
文
献
で
山
弥
一
族
の
悲
劇
を
知
っ
た

保
は
大
分
市
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
昭
和
二
十
三
年
に
市
内
の
万
寿
寺
で

法
要
を
営
み
、
翌
二
十
四
年
に
は
長
者
屋
敷
跡
（
大
分
市
大
手
町
）
に
碑

を
建
て
た
。
保
に
と
っ
て
、
山
弥
長
者
は
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る
〉

山
弥
長
者
屋
敷
跡
碑
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果
、
三
十
六
年
に
第
二

弾
の
構
想
を
打
ち
上
げ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

海
底
水
族
館
を
陸
上
に

移
し
、
幅
十
二
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル

の
水
路
を
楕
円
形
に
し

て
延
長
百
六
十
メ
ー
ト

　　
「
ギ
ヤ
マ
ン
張
り
の
天
井
の
上
で
飼
っ
て
い
た
金
魚
」。
待
て
よ
、
こ
れ

は
面
白
い
。
何
か
使
え
そ
う
だ
。
史
料
を
読
み
直
す
保
は
目
を
輝
か
せ
た
。

こ
の
く
だ
り
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
三
十
五
年
、
海
岸
に
巨
大
な
海

水
池
を
設
け
て
こ
の
中
に
魚
を
泳
が
せ
、
海
底
に
大
型
の
ガ
ラ
ス
パ
イ
プ

（
幅
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
）
を
設
置
。
ち
ょ
う
ど
山
弥
長
者

ら
が
ガ
ラ
ス
天
井
で
飼
っ
て
い
る
金
魚
を
下
か
ら
仰
ぎ
見
た
よ
う
に
、
頭

上
の
海
中
を
遊
泳
す
る
魚
群
を
ガ
ラ
ス
パ
イ
プ
の
中
か
ら
観
察
で
き
る

「
海
底
水
族
館
」
構
想
を
練
り
上
げ
る
。

　

早
速
、
国
内
の
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
海
底
の
水
圧

に
耐
え
、
し
か
も
人
が
通
れ
る
よ
う
な
ガ
ラ
ス
パ
イ
プ
の
製
造
は
不
可
能

だ
と
一
笑
に
付
さ
れ
た
。

　　

こ
れ
で
ひ
る
む
よ
う
な
保
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
推
考
を
重
ね
た
結

自
然
水
族
館
プ
ラ
ン

自
然
水
族
館
プ
ラ
ン
を
報
道
す
る
大
分
合
同
新
聞

(

昭
和
三
十
六
年
七
月
十
五
日
付)

「
海
底
水
族
館
」
構
想
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ル
設
置
す
る
。
そ
の
中
に
ア
ー
チ
型
の
ガ
ラ
ス
張
り
通
路
（
幅
六
メ
ー
ト

ル
）
を
通
し
、
そ
の
ガ
ラ
ス
張
り
通
路
の
中
に
人
が
入
っ
て
水
路
を
遊
泳

す
る
魚
を
見
物
し
よ
う
と
い
う
趣
向
。
こ
れ
を
「
自
然
水
族
館
」
と
名
付

け
た
。

　

保
は
そ
の
設
計
を
京
都
大
学
理
学
部
の
宮
地
伝
三
郎
教
授
（
動
物
学
）

と
山
本
和
夫
教
授
（
建
築
学
）
に
依
頼
す
る
。
両
教
授
か
ら
「
水
圧
に
耐

え
る
ガ
ラ
ス
さ
え
で
き
れ
ば
実
現
の
可
能
性
は
あ
る
」
と
い
う
お
墨
付
き

を
も
ら
い
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
水
族
館
構
想
は
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

だ
が
、
こ
の
段
階
で
も
や
は
り
、〝
水
圧
に
耐
え
る
ガ
ラ
ス
〟
が
厚
い
壁

に
な
っ
た
。

　　

保
の
〝
試
行
錯
誤
〟
は
さ
ら
に
続
く
。
彼
は
「
水
槽
に
潮
の
流
れ
を
作

れ
な
い
か
」「
魚
が
も
っ
と
速
く
、
自
由
に
泳
げ
な
い
か
」「
魚
が
一
日
に

泳
ぐ
距
離
や
習
性
、
生
態
な
ど
が
観
察
で
き
な
い
か
」「
人
と
魚
が
楽
し

く
交
歓
で
き
な
い
か
」
の
四
条
件
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
寝
て
も
さ
め
て

も
思
案
に
暮
れ
る
。
便
秘
性
の
彼
は
ト
イ
レ
の
中
で
長
時
間
に
わ
た
り
考

え
込
む
こ
と
も
た
び
た
び
。
そ
の
都
度
、
心
配
し
た
美
苗
が
「
大
丈
夫
で

す
か
」
と
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
た
た
い
た
。

　

悪
戦
苦
闘
の
末
、
彼
が
ノ
ー
ト
に
ス
ケ
ッ
チ
風
の
図
案
を
走
り
書
き
し

た
の
が
、
世
界
初
の
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
の
原
型
と
な
っ
た
。
総
ガ
ラ

ス
張
り
の
ド
ー
ナ
ツ
型
水
槽
に
圧
力
を
か
け
て
海
水
を
噴
出
さ
せ
、
こ
れ

に
魚
を
放
せ
ば
、
魚
は
海
流
の
よ
う
な
流
れ
の
中
を
勢
い
よ
く
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

回
遊
水
槽
の
原
型
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総
ガ
ラ
ス
張
り
な
の
で
外
側
か
ら
観
察
が
で
き
、
人
と
魚
の
交
歓
も
実

現
す
る
。
水
槽
に
設
け
た
パ
イ
プ
の
中
に
人
が
入
っ
て
内
側
か
ら
魚
の
遊

泳
を
見
物
す
る
と
い
う
、こ
れ
ま
で
の
構
想
と
は
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
発
想
の
転
換
だ
っ
た
。

　

こ
れ
で
、
彼
が
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
四
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
に
な

る
の
だ
。あ
と
は
、水
圧
に
耐
え
る
ガ
ラ
ス
を
い
か
に
調
達
す
る
か
で
あ
っ

た
。
国
産
の
ガ
ラ
ス
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　　

大
分
・
鶴
崎
臨
海
工
業
地
帯
の
実
現
の
と
き
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
こ

こ
で
も
女
婿
で
通
産
省
産
業
施
設
課
長
補
佐
だ
っ
た
平
松
守
彦
が
耳
よ
り

な
情
報
を
保
に
も
た
ら
し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
に
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
と
い
う
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー

が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
こ
の
技
術
な
ら
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
よ
」
と

海
外
事
情
に
詳
し
い
平
松
か
ら
の
電
話
連
絡
に
保
は
狂
喜
し
た
。「
そ
の

な
ん
と
か
い
う
会
社
の
資
料
を
至
急
取
り
寄
せ
て
く
れ
」
と
依
頼
し
た
保

の
声
は
う
わ
ず
っ
て
い
た
。

　

保
は
早
速
、
専
門
家
に
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
の
図
案
を
見
せ
て
水
圧

を
計
算
さ
せ
た
。
そ
の
数
値
と
平
松
か
ら
送
っ
て
き
た
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社

の
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
と
、
同
社
製
の
ガ
ラ
ス
は
想
定
水
圧
を
完
全
に
ク

リ
ア
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
の
成
功
の
見
通
し
が
つ
い
た
と

い
っ
て
よ
い
。
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
は
当
時
、
潜
水
艦
の
覗
き
窓
用
の
特
殊

ガ
ラ
ス
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。

ピ
ル
キ
ン
ト
ン
製
ガ
ラ
ス
の
調
達
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保
は
後
に
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
に
厚
さ
三
十
八
ミ
リ
（
国
産
で
は
十
二
ミ

リ
が
限
度
）
の
ガ
ラ
ス
を
大
量
に
発
注
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
発
注

や
輸
入
い
っ
さ
い
の
事
務
処
理
を
平
松
が
協
力
す
る
。

　　

市
長
を
退
い
た
保
は
三
十
八
年
九
月
の
大
分
市
大
分
地
区
全
員
協
議
会

に
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
を
ひ
っ
さ
げ
て
協
力
を
要
請
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
建
設
中
の
新
駐
車
場
用
地
（
三
十
九
年
九
月
に
完
成
）
の
一
部
を
市

か
ら
無
償
提
供
し
て
も
ら
い
、
こ
こ
に
総
工
費
二
億
二
千
万
円
で
新
タ
イ

プ
の
水
族
館
を
建
設
し
、
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
を
設
置
す
る
。

　

さ
ら
に
市
が
総
工
費
の
保
証
責
任
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
財
団
法
人
大
分

観
光
公
社
を
設
立
し
、
運
営
に
当
た
ら
せ
る
。
年
収
か
ら
必
要
経
費
を
除

い
た
分
は
全
て
市
の
収
入
と
し
て
寄
付
す
る
―
と
い
う
骨
子
に
な
っ
て
い

る
。

　

聞
い
て
い
た
議
員
た
ち
は
そ
の
奇
抜
さ
に
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
拒
否
反

応
の
空
気
が
強
か
っ
た
。
だ
が
、
保
が
計
画
の
裏
付
け
と
な
る
き
め
細
か

な
デ
ー
タ
や
数
値
を
次
々
に
挙
げ
る
う
ち
、賛
同
者
も
出
て
き
た
。
結
局
、

市
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
の
水
族
館
の
実
態
調
査
を
し
、
そ
の
結
果

を
み
て
結
論
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

川
上
勘
一
議
長
ら
議
員
八
人
が
二
班
に
分
か
れ
て
各
地
の
水
族
館
視
察

に
出
か
け
た
が
、当
時
の
既
存
水
族
館
は
軒
並
み
に
赤
字
だ
っ
た
だ
け
に
、

結
果
報
告
は
悲
観
的
な
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
結
論
は
出
ず
、
保

提
案
の
水
族
館
建
設
問
題
は
棚
上
げ
と
な
る
。

　

市
の
経
営
参
加
を
諦
め
た
保
は
、
富
士
紡
、
大
分
交
通
な
ど
の
企
業
や

大
分
市
議
会
に
協
力
要
請
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一
万
田
尚
登
、
西
村
英
一
、
木
下
郁
ら
友
人
の
協
力
を
得
て
、
資
本
金

八
千
万
円
で
株
式
会
社
大
分
生
態
水
族
館
を
設
立
し
、
民
間
で
水
族
館
の

建
設
と
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
に
方
向
転
換
。

　

翌
三
十
九
年
四
月
の
大
分
市
議
会
に
高
崎
山
駐
車
場
の
一
部
の
有
償
貸

与
を
申
し
出
た
。
安
東
市
長
と
川
上
議
長
が
議
員
た
ち
に
働
き
か
け
る
な

ど
の
〝
援
護
射
撃
〟
を
し
た
結
果
、
六
月
の
定
例
議
会
で
保
の
申
し
入
れ

は
承
認
さ
れ
る
。

　　

こ
う
し
て
、
同
年
十
月
三
十
一
日
、
高
崎
山
自
然
動
物
園
前
の
埋
め
立

て
地
に
完
成
し
た
大
分
生
態
水
族
館
「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
の
開
館
式
が

現
地
で
行
わ
れ
た
。
創
業
者
の
保
を
は
じ
め
、
初
代
館
長
の
堀
家
邦
男
、

「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
開
館

木
下
知
事
、
安
東
大
分
、
荒
金
別

府
両
市
長
、宮
地
京
大
名
誉
教
授
、

二
宮
金
一
郎
（
二
宮
マ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
会
長
の
父
で
大
分
魚
市
場
社

長
、マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
取
締
役
）

ら
が
出
席
。

　

神
事
の
あ
と
、
晴
れ
や
か
な
表

情
を
し
た
保
が
「
自
由
奔
放
の
夢

を
描
い
て
き
た
が
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
そ
の
夢
が
や
っ
と
実
現

し
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
木
下

ら
来
賓
は
「
素
晴
ら
し
い
画
期
的

マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
開
館
式
場
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な
水
族
館
。
高
崎
山
の
サ
ル
に
続
い
て
大
分
市
に
ま
た
新
し
い
名
所
が
で

き
た
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

出
席
者
た
ち
は
、
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
周
囲

六
十
一
メ
ー
ト
ル
の
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
の
海
水
の
流
れ
に
泳
ぎ
回
る

ハ
マ
チ
、
マ
ダ
イ
、
ク
エ
、
コ
ロ
エ
イ
の
魚
群
や
ア
ク
ア
ラ
ン
グ
を
つ
け

た
海
女
が
魚
に
え
さ
を
与
え
て
い
る
シ
ー
ン
に
目
を
見
張
っ
た
。

　

早
く
か
ら
保
の
ア
イ
デ
ア
を
評
価
し
て
い
た
木
下
は
「
あ
い
つ
は
わ
し

と
同
じ
の
古
希
（
七
〇
）
な
の
に
、
脳
み
そ
の
方
は
い
っ
こ
う
に
ト
シ
を

取
ら
ん
の
う
」
と
舌
を
巻
い
た
。

　　

世
界
初
の
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
の
水
族
館
だ
け
に
全
国
的
な
話
題

と
な
り
、
入
館
者
数
は
一
日
平
均
二
千
七
百
人
、
一
カ
月
の
収
入
は

一
千
五
十
万
円
と
好
調
な
す
べ
り
出
し
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
保
は
イ
シ
ダ
イ
の
条
件
反
射
を
応
用
し
た
「
魚
の
曲
芸
」

（
四
十
一
年
）、
目
の
不
自
由
な
人
で
も
触
っ
て
楽
し
め
る
「
耳
と
手
で
見

る
魚
の
国
」（
四
十
二
年
）、「
移
動
水
族
館
開
始
」（
五
十
六
年
）、「
世
界

陰
の
功
労
者

初
の
ア
オ
ギ
ス
の
産
卵
、
ふ
化
に

成
功
」（
五
十
七
年
）
な
ど
次
々

と
ヒ
ッ
ト
企
画
を
打
ち
出
し
、
入

館
客
を
集
め
た
。

　

保
の
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
実
現

さ
せ
た
陰
の
功
労
者
は
二
代
目
館

高松史朗館長



最終章●「思考回路」12

長
の
高
松
史
朗
で
あ
る
。
彼
は
福
岡
県
小
郡
市
出
身
で
京
都
大
学
理
学
部

大
学
院
動
物
生
理
・
生
態
学
専
攻
博
士
課
程
卒
業
後
、
京
大
理
学
部
付
属

瀬
戸
臨
海
実
験
所
研
究
員
を
経
て
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
迎
え
ら
れ
た
。
誠

実
で
温
厚
な
彼
は
、
上
田
社
長
の
せ
っ
か
ち
で
無
理
な
注
文
を
嫌
な
顔
ひ

と
つ
せ
ず
、
こ
な
し
て
い
っ
た
。

　

特
に
世
界
の
水
産
関
係
の
専
門
家
を
も
驚
か
せ
た
〝
魚
の
曲
芸
〟
の
開

発
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
保
の
「
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
の
え
づ
け

は
条
件
反
射
を
応
用
し
て
も
の
に
し
た
。
海
の
魚
も
な
に
か
で
き
る
は
ず

だ
」
と
い
う
特
命
で
、
高
松
を
キ
ャ
ッ
プ
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
刻
苦

勉
励
の
末
、
成
功
し
た
も
の
だ
。

　

ま
た
水
族
館
に
飼
っ
て
い
る
魚
介
類
の
学
術
論
文
の
ま
と
め
も
課
せ
ら

れ
、
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
が
発
表
し
た
論
文
は
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
平

成
二
年
一
月
一
日
未
明
、
大
分
市
南
春
日
町
の
自
宅
で
起
き
た
不
慮
の
事

故
で
、
彼
は
和
子
夫
人
と
と
も
に
焼
死
す
る
。

　

高
松
の
死
後
、
大
阪
市
出
身
の

川
原
大
（
ひ
ろ
し
）
が
後
を
継
ぎ
、

三
代
目
館
長
に
就
任
す
る
。
彼
は

京
都
大
学
理
学
部
動
物
生
態
学
科

卒
業
後
、
大
学
の
先
輩
で
も
あ
る

高
松
の
ひ
き
で
研
究
員
と
し
て
入

社
。
研
究
活
動
の
傍
ら
、
縄
張
り

と
け
ん
か
の
習
性
を
応
用
し
た

「
キ
ッ
シ
ン
グ
グ
ラ
ミ
ー
（
淡
水

熱
帯
魚
）
の
キ
ッ
ス
」
を
三
年
が

か
り
で
成
功
さ
せ
、
ほ
か
に
〝
タ

マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
見
物
に
来
た
平
松
の
父

佐
藤
折
次(

左
端)

と
平
松(

中
央)

、
保
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コ
の
大
ち
ゃ
ん
宝
さ
が
し
〟〝
カ
メ
の
運
動
会
〟
な
ど
の
シ
ョ
ー
も
開
発

し
て
い
る
。

　

保
が
ド
ー
ナ
ツ
型
回
遊
水
槽
を
考
案
し
て
、
そ
の
建
設
に
着
手
し
た
と

き
、
株
主
の
間
に
「
特
許
を
取
得
し
な
け
れ
ば
、
世
界
初
の
魅
力
が
薄
れ

る
」
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
保
は
「
よ
そ
が
真
似
を
す
れ
ば
、
そ
れ
を

上
回
る
ア
イ
デ
ア
で
勝
負
す
る
」
と
言
っ
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　

保
自
身
も
あ
る
程
度
予
想
は
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
回
遊
水
槽
方
式

の
水
族
館
が
続
々
開
業
し
、
主
流
と
な
っ
た
。
世
界
の
水
族
館
を
一
変
さ

せ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
国
産
で
も
耐
圧
性
の
優
れ
た
ア
ク
リ
ル
が
製
造
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
水
槽
が
大
型
化
し
て
い
る
が
、
流
れ
の
あ
る
海

水
ま
た
は
淡
水
の
中
で
魚
が
自
由
に
遊
泳
す
る
―
と
い
っ
た
保
の
着
想
は

マ
リ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
の
大
水
槽

回
遊
水
槽
が
主
流
に

そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

福
岡
市
の「
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
・

海
の
中
道
」
に
は
高
さ
七
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
奥

行
き
十
メ
ー
ト
ル
の
大
水
槽
が
設

置
さ
れ
、
中
に
八
十
種
類
、
約

一
万
匹
の
魚
が
遊
泳
し
て
い
る
。

　

脇
坂
征
一
郎
同
館
長
は
「
こ
こ

の
水
槽
は
ド
ー
ナ
ツ
型
に
こ
そ

な
っ
て
い
な
い
が
、
基
本
的
な
機

能
は
上
田
社
長
が
考
案
し
た
水
槽
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北
九
州
市
出
身
で
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
水
産
科
卒
の
脇
坂
は
昭
和

四
十
二
年(

一
九
六
七)

、
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
入
社
し
た
。
い
っ
た
ん
、

不
採
用
と
な
っ
た
の
を
、
保
に
ト
ツ
ト
ツ
と
し
た
口
調
で
「
雑
用
係
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
貴
方
が
考
案
し
た
素
晴
ら
し
い
水
族
館
で
働
き
た
い
」
と

再
三
再
四
、
拝
み
倒
し
て
よ
う
や
く
雇
わ
れ
た
変
わ
り
種
で
あ
る
。

　

保
は
社
員
を
採
用
す
る
際
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ど
ん
な
エ

リ
ー
ト
で
も
い
っ
た
ん
採
用
を
断
っ
た
。
応
募
し
た
本
人
が
再
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
る
か
ど
う
か
、
そ
の
熱
意
を
試
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
川
原
で
さ
え
も
一
度
、
不
採
用
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
脇
坂
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ー
ト
好
み
の
保
は
雇
う
気
は
さ
ら
さ
ら
な

か
っ
た
。

　

や
っ
と
採
用
さ
れ
た
脇
坂
は
人
一
倍
研
究
熱
心
で
、
我
慢
強
く
、
コ
マ

ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
動
き
回
り
仕
事
に
精
を
出
し
た
。
や
が
て
高
松
の
研
究

班
に
配
属
さ
れ
、魚
の
生
態
研
究
に
没
頭
す
る
。そ
の
傍
ら
で
保
に
マ
ナ
ー

か
ら
仕
事
、
人
生
の
生
き
方
ま
で
た
た
き
込
ま
れ
た
。

　

マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
培
っ
た
魚
類
生
態
の
知
識
や
調
教
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

買
わ
れ
て
、
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
の
建
設
準
備
委
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
平

と
全
く
同
じ
。
世
界
を
見
回
し

て
も
、
あ
の
革
命
的
な
マ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
の
水
槽
を
上
回
る
も

の
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
」
と

言
い
切
る
。

手
塩
に
か
け
た
人
材

マリーンワールドの
脇坂征一館長
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成
六
年
、
館
長
兼
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

　

保
の
専
用
運
転
手
を
長
年
務
め
、
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
取
締
役
総
務
部

長
に
な
っ
た
津
野
紀
信
も
、
脇
坂
と
同
様
に
保
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
上

げ
た
人
材
で
あ
る
。

　

保
に
請
わ
れ
て
昭
和
四
十
五
年(

一
九
七
〇)

か
ら
四
年
間
、
マ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
の
専
務
を
務
め
た
是
永
勉
（
八
六
）
＝
大
分
市
新
春
日
町
＝
は

「
こ
の
人
・
上
田
保
」
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
玄
関
に
据
え
ら
れ
た
デ
ン
マ
ー

ク
か
ら
の
人
魚
姫
像
の
周
り
に
石
を
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
野
祥
雲

斎
の
助
言
も
あ
っ
て
、
高
崎
山
裏
に
流
れ
て
い
る
大
分
川
支
流
の
川
石
を

採
取
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
分
土
木
事
務
所
か
ら
よ
う
や
く
許
可
を
も

ら
っ
た
。

　

社
員
を
総
動
員
し
て
探
し
出
し
た
多
く
の
川
石
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
、

夜
遅
く
ま
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
、
像
の
周
り
に
並
べ
た
。
そ
れ
を

見
た
保
は
満
足
そ
う
に
引
き
揚
げ
た
が
、
翌
朝
、
出
社
し
て
み
る
と
、
す

で
に
来
て
い
た
保
は
「
キ
ミ
、
あ
の
石
は
駄
目
だ
。
す
ぐ
運
び
出
し
な
さ

い
。
僕
が
石
屋
に
頼
ん
だ
別
の
石
を
入
れ
る
か
ら
」
…
。

　
「
あ
の
時
は
あ
然
と
し
て
声
も
出
な
か
っ
た
。
僕
が
入
社
す
る
際
に
は
、

『
上
田
社
長
は
人
使
い
が
荒
く
て
三
、四
カ
月
も
持
た
な
い
よ
』
と
忠
告
し

て
く
れ
た
知
人
も
い
た
が
、
僕
は
四
年
間
仕
え
た
。
厳
し
い
半
面
、
情
の

厚
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
っ
正
直
な
人
だ
っ
た
」
と
是
永
は
述
懐
す
る
。

　

大
分
市
出
身
の
彼
は
大
分
新
聞
、
福
岡
日
日
、
同
盟
通
信
（
現
共
同
通

信
）
を
経
て
大
分
合
同
新
聞
社
へ
。
社
会
部
長
、
事
業
部
長
、
論
説
委
員

を
務
め
、
別
府
支
社
長
時
代
に
労
作
「
別
府
今
昔
」
を
著
し
て
い
る
。

　

保
は
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
創
業
七
周
年
記
念
事
業
と
し
て
四
十
六
年
、「
西
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祥
記
念
像
」（
古
賀
忠
雄
作
）、「
育
児
院
と
牛
乳
の
碑
」（
円
鍔
勝
三
作
）、「
西

洋
劇
発
祥
記
念
碑
」（
舟
越
保
武
作
）、「
伊
東
ド
ン
・
マ
ン
シ
ョ
の
像
」（
北

村
西
望
作
）
な
ど
中
世
の
ザ
ビ
エ
ル
布
教
に
ま
つ
わ
る
銅
像
や
記
念
碑
を

次
々
に
設
置
し
た
。
市
長
時
代
に
建
て
た
の
を
加
え
る
と
そ
の
数
は
十
九

に
の
ぼ
る
。

　　

一
方
、
平
松
守
彦
は
そ
の
後
、
産
業
公
害
課
長
（
昭
和
三
十
九
年
）、

石
油
計
画
課
長
（
四
十
年
）、
電
子
政
策
課
長
（
四
十
四
年
）、
国
土
庁
地

方
振
興
局
審
議
官
（
四
十
九
年
）
を
経
て
、
当
時
の
立
木
勝
大
分
県
知
事

に
請
わ
れ
、
五
十
年
、
副
知
事
に
就
任
し
た
。
こ
の
間
、
妻
千
鶴
子
が

四
十
五
歳
で
病
没
（
四
十
五
年
三
月
二
十
一
日
）。
五
十
一
年
、
大
分
市

の
医
師
三
原
基
の
三
女
、
照
子
と
再
婚
。
五
十
四
年
四
月
の
知
事
選
で
初

当
選
。
翌
年
の
市
町
村
長
と
の
話
し
合
い
の
席
上
、〝
一
村
一
品
運
動
〟

を
提
唱
し
、
国
際
的
に
も
知
ら
れ
る
知
事
に
な
る
。

　

平
松
は
「
尊
敬
す
る
人
物
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
真
っ
先
に
義
父
（
保
）

の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

洋
音
楽
発
祥
記
念
像
」（
富

永
直
樹
作
）
を
県
庁
の
敷
地

に
建
て
た
。
市
長
時
代
に
建

設
し
た
大
手
公
園
や
遊
歩
公

園
に
は
、「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」（
佐
藤

忠
良
作
）
や
「
西
洋
医
術
発

平
松
、
大
分
県
知
事
に

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像(

大
分
市
・
大
手
公
園)
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（
同
三
十
八
年
）
▽
聖
大
グ
レ
ゴ
リ
オ
騎
士
団
章
（
同
四
十
九
年
）

　

か
つ
て
社
会
党
市
議
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
計
画
や
ロ

ザ
リ
オ
工
場
問
題
を
追
及
し
た
柴
田
明
（
七
五
）
＝
大
分
市
田
中
町
＝
は

「
大
分
市
の
戦
災
復
興
と
い
い
、
大
分
・
鶴
崎
臨
海
工
業
地
帯
の
建
設
と

い
い
、
上
田
さ
ん
は
実
行
力
の
あ
る
郷
土
の
偉
大
な
先
輩
だ
。
ま
た
豊
か

な
発
想
で
高
崎
山
の
サ
ル
寄
せ
や
ユ
ニ
ー
ク
な
水
族
館
な
ど
の
財
産
も
残

し
て
く
れ
た
。
な
に
よ
り
も
、
借
金
（
起
債
）
に
頼
ら
ず
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
力
し
た
姿
勢
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
財
政
が
パ

ン
ク
寸
前
の
国
や
自
治
体
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

四
十
八
年(

一
九
七
三)

五
月
、
車
い
す
の
福
田
平
八
郎
は
長
男
宗
平
、

　

そ
の
義
父
か
ら
『
政
治
は
創
造

な
り
』
と
い
つ
も
聞
か
さ
れ
、
そ

の
信
条
に
従
っ
て
い
る
が
、
数
々

の
実
績
を
残
し
た
義
父
の
足
も
と

に
も
及
ば
な
い
」
と
話
す
。

　

人
は
晩
年
に
な
る
と
、
表
彰
や

勲
章
を
欲
し
が
る
も
の
だ
が
、
保

は
そ
う
し
た
も
の
を
毛
嫌
い
し

た
。
受
け
入
れ
た
の
は
次
の
三
つ

で
あ
る
。
▽
第
五
回
大
分
合
同
新

聞
文
化
賞
＝
地
方
文
化
＝
（
昭
和

二
十
八
年
）
▽
大
分
市
名
誉
市
民

立
木
前
知
事(

右)

か
ら

　
　
　
　  

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
平
松
新
知
事

三
先
達
、
相
次
ぎ
逝
く
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主
治
医
ら
を
伴
い
、
里
帰
り
し

て
い
る
。
大
分
空
港
ま
で
出
迎

え
た
保
は
平
八
郎
ら
一
行
を
車

二
台
で
四
日
間
に
わ
た
り
、
国

東
半
島
や
臼
杵
市
、
大
分
市
の

平
八
郎
の
生
家
跡
な
ど
へ
案
内

し
た
。

　

一
行
が
大
分
空
港
を
発
つ
と

き
、二
人
は
「
長
生
き
し
ろ
よ
」

「
あ
り
が
と
う
。
実
に
楽
し
い

旅
だ
っ
た
よ
」
と
言
い
交
わ
し

生前の木下 ( 左 ) と保

別
れ
た
が
、
こ
の
再
会
が
最
後
と
な
っ
た
。

　

平
八
郎
は
翌
四
十
九
年
三
月
二
十
二
日
午
後
六
時
二
十
分
、
急
性
肺
炎

の
た
め
国
立
京
都
病
院
で
死
去
。
八
十
二
歳
。
三
十
六
年
に
文
化
勲
章
受

章
。

　

保
は
そ
の
後
、
動
脈
瘤
を
患
い
、
大
分
市
西
春
日
の
自
宅
で
点
滴
を
受

け
る
な
ど
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

五
十
五
年
五
月
二
十
九
日
、
国
立
別
府
病
院
で
大
動
脈
瘤
を
手
術
し
た

木
下
を
保
は
車
い
す
を
使
い
見
舞
っ
た
。
保
は
「
苦
し
い
か
」
と
声
を
か

け
た
。
ベ
ッ
ド
に
痛
々
し
く
横
た
わ
っ
て
い
る
木
下
は
微
か
に
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
保
の
手
を
握
り
し
め
、い
つ
ま
で
も
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

目
頭
に
薄
っ
す
ら
涙
を
た
め
て
い
る
。
保
は
「
頑
張
れ
よ
」
と
励
ま
し
、

病
院
を
後
に
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
八
日
後
の
六
月
六
日
朝
、保
は
自
宅
で
朝
風
呂
か
ら
上
が
り
、

体
を
拭
い
て
も
ら
っ
て
い
る
最
中
に
崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
静
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か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
死
亡
時
間
午
前
十
一
時
二
十
分
、
死
因
急
性
心

不
全
。
八
十
五
歳
。

　

保
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
十
三
日
後
の
十
九
日
午
後
五
時
五
十
分
、
盟

友
の
木
下
が
心
筋
梗
塞
の
た
め
国
立
別
府
病
院
で
死
去
。
八
十
六
歳
。

三
十
九
年
に
大
分
合
同
新
聞
文
化
賞
受
賞
。保
と
木
下
の
二
人
は
生
年
も
、

死
亡
年
も
同
じ
で
あ
る
。

　

保
は
い
ま
大
分
市
の
丸
山
墓
地
公
園
の
墓
で
、
長
女
美
穂
子
（
昭
和
二

年
十
一
月
十
日
、没
。
五
歳
）、美
苗
（
昭
和
六
十
三
年
五
月
十
六
日
、没
。

八
十
五
歳
）、
千
鶴
子
（
注
、
分
骨
さ
れ
て
納
骨
さ
れ
て
い
る
）
と
と
も

に
永
眠
し
て
い
る
。

　

保
と
木
下
が
亡
く
な
っ
た
年
の
二
年
後
の
五
十
七
年
四
月
、
大
分
城
址

公
園
の
東
側
に
「
木
下
郁
・
上
田
保
先
生
像
」
が
据
え
ら
れ
た
。
大
分
県

知
事
を
退
任
し
て
県
立
芸
術
館
館
長
に
就
任
し
た
立
木
勝
が
代
表
世
話
人

に
な
っ
て
「
銅
像
建
設
期
成
会
」
を
発
足
さ
せ
、
県
内
外
か
ら
建
設
寄
金

を
集
め
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

　

制
作
者
は
日
本
芸
術
会
員
で
日
展
理
事
長
の
富
永
直
樹
。
向
か
っ
て
左

側
に
保
が
右
腕
を
伸
ば
し
て
人
差
し
指
を
差
し
、
右
側
に
木
下
が
杖
で

立
っ
て
い
る
。

　

銅
像
の
台
座
の
側
面
に
は
「
戦
災
復
興
と
大
分
地
区
新
産
都
の
建
設
に

当
た
っ
て
は
、
先
見
、

独
創
、
清
廉
な
ど
天
性

の
美
質
に
加
え
、
肝
胆

相
照
ら
す
永
年
の
親
交

よ
り
県
市
一
体
、
特
有

の
政
治
力
を
発
揮
し
て

木下、上田両雄の像
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新
生
大
分
の
基
盤
を
確
立
し
た
そ
の
功
績
は
誠
に
抜
群
で
あ
っ
た
」
と
二

人
を
称
え
る
文
章
が
刻
み
込
ま
れ
て
あ
る
。

　

保
が
遺
し
た
大
分
生
態
水
族
館
「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
は
高
崎
山
海
岸

線
の
埋
め
立
て
地
に
近
く
移
転
し
、
新
し
い
装
い
で
平
成
十
六
年
オ
ー
プ

ン
を
目
指
す
。
現
在
、
同
水
族
館
は
二
宮
会
長
、
橋
本
均
社
長
（
臼
杵
市

出
身
）、
川
原
館
長
（
常
務
）
の
新
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
社

長
の
妻
世
紀
子
は
平
松
の
長
女
で
保
の
孫
娘
。
大
分
市
西
春
日
の
上
田
家

は
保
の
甥
庫
生
が
継
い
で
い
る
。

　
〈
一
万
田
尚
登
は
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
二
日
午
前
四
時
半
、
心
不

全
の
た
め
東
京
慈
恵
医
大
付
属
病
院
で
死
去
。
九
十
歳
。
安
東
玉
彦
は
平

成
二
年
九
月
十
九
日
午
前
六
時
十
分
、
心
不
全
の
た
め
大
分
市
医
師
会
立

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院
で
死
去
。
九
十
歳
。
四
十
六
年
に
大
分
合
同
新
聞
文
化

賞
受
賞
〉　
（
文
中
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
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本
書
は
大
分
合
同
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
る
月
刊
誌
「
ミ
ッ
ク
ス
」
の

二
〇
〇
一
年
五
月
号
か
ら
二
〇
〇
二
年
四
月
号
ま
で
十
二
回
に
わ
た
っ
て

連
載
し
た
「
政
治
は
創
造
な
り
・
元
大
分
市
長
上
田
保
物
語
」
を
若
干
手

直
し
を
し
、
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
題
の
〝
政
治
は
創
造
な
り
〟
は

上
田
氏
の
女
婿
で
大
分
県
知
事
の
平
松
守
彦
氏
が
上
田
氏
か
ら
い
つ
も
聞

か
さ
れ
た
と
い
う
、
こ
の
教
示
の
言
葉
を
そ
っ
く
り
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
執
筆
中
は
で
き
る
だ
け
私
情
を
挟
ま
ず
、
一
定
の
距
離
を
置
い
た

つ
も
り
だ
が
、
書
き
終
わ
っ
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
主
人
公
上
田
氏
の
足

跡
の
大
き
さ
に
畏
敬
の
念
を
覚
え
る
。
な
か
で
も
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
の
は
、
氏
が
最
も
情
熱
を
燃
や
し
な
が
ら
幻
に
終
わ
っ
た
「
キ
リ
シ
タ

ン
文
化
セ
ン
タ
ー
」
建
設
計
画
に
投
じ
た
費
用
い
っ
さ
い
を
私
費
で
賄
っ

た
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
建
設
費
を
捻
出
し
よ
う
と
、
独
自
で
ロ
ザ
リ
オ
製
造
工
場
を

建
設
し
、
自
ら
運
営
し
た
が
、
そ
の
人
件
費
な
ど
の
運
営
費
は
自
分
の
給

与
や
ボ
ー
ナ
ス
、
退
職
金
の
前
借
り
、
寄
付
金
な
ど
を
充
て
、
終
始
公
金

を
当
て
に
し
な
か
っ
た
。
同
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
暁
に
は
市
に
寄

贈
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
に
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
公
私
の
け
じ
め
の
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
本
書
で
紹
介
し
た
通
り

で
あ
る
。
上
田
氏
が
も
し
平
成
の
世
に
生
き
て
い
る
な
ら
ば
、
金
銭
感
覚

が
麻
痺
し
た
政
官
界
の
現
状
を
ど
う
見
る
か
。
氏
の
生
の
声
を
聞
き
た
い

と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

ま
た
目
を
見
張
ら
さ
れ
た
の
は
、
上
田
氏
の
多
彩
で
広
範
な
人
脈
で
あ

る
。
そ
れ
も
学
閥
、
エ
リ
ー
ト
族
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
培
っ
た

あ
と
が
き
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つ
な
が
り
だ
っ
た
。
彼
ほ
ど
〝
一
期
一
会
〟
を
大
事
に
し
た
人
は
ざ
ら
に

お
る
ま
い
。
予
算
獲
得
で
上
田
市
長
か
ら
陳
情
攻
勢
を
か
け
ら
れ
た
中
央

官
庁
の
高
官
で
さ
え
、
彼
の
熱
心
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
後
に
〝
上
田
人
脈
〟

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

私
ご
と
だ
が
、
上
田
氏
と
の
出
会
い
は
ち
ょ
う
ど
市
政
担
当
を
し
た
記

者
駆
け
出
し
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
氏
は
す
で
に
市
長
を
引
退
し
、
開
館
し
て

ま
も
な
い
「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
に
経
営
者
と
し
て
の
情
熱
を
注
ぎ
込
ん

で
お
ら
れ
た
。
い
つ
も
巧
み
な
話
術
で
周
囲
を
笑
わ
せ
、
ア
イ
デ
ア
に
富

む
企
画
、
話
題
を
提
供
し
て
は
マ
ス
コ
ミ
を
引
き
つ
け
て
い
た
。

　

市
政
担
当
を
し
て
い
た
時
の
市
長
は
安
東
玉
彦
氏
だ
っ
た
。
私
は
安
東

市
政
を
批
判
す
る
記
事
を
何
度
か
書
い
た
が
、
氏
は
不
機
嫌
な
表
情
を
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
い
つ
も
気
持
ち
よ
く
会
っ
て
い
た
だ
い
た
。
上
田
、

安
東
両
氏
を
取
り
上
げ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
は
何
か
の
ご
縁
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

ま
た
上
田
氏
が
高
崎
山
の
野
生
ザ
ル
の
え
づ
け
に
成
功
し
て
開
園
し
た

「
高
崎
山
自
然
動
物
園
」
は
今
年
で
ち
ょ
う
ど
開
園
五
十
周
年
に
当
た
る
。

そ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
本
書
の
出
版
が
実
現
し
た
の
は
実
に
感
慨

無
量
だ
。

　

本
書
に
登
場
す
る
高
齢
の
方
は
年
齢
を
で
き
る
だ
け
付
記
し
た
が
、
そ

の
年
齢
は
「
政
治
は
創
造
な
り
」
が
「
ミ
ッ
ク
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
当
時

の
も
の
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
貴
重
な
話
や
助
言
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
写
真
、
資

料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
十
五
年
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

郁
二
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▽
上
田
保
「
日
誌
」（
昭
和
三
十
年
代
～
五
十
年
代
）
▽
「
こ
の
人
・
上

田
保
」（
上
田
保
追
悼
録
刊
行
委
員
会
）
▽
上
田
保
「
趣
味
の
法
律
」、「
趣

味
の
法
律
・
犯
罪
捜
査
か
ら
死
刑
ま
で
」（
以
上
、
趣
味
の
教
育
普
及
会
）

▽
上
田
保
、
菊
本
治
男
「
趣
味
の
法
律
」（
省
光
社
）
▽
大
分
市
議
会
議

事
録
（
昭
和
二
十
年
代
～
四
十
年
代
）
▽
伊
谷
純
一
郎
「
高
崎
山
の
サ
ル
」

（
講
談
社
文
庫
）
▽
火
野
葦
平
「
た
だ
い
ま
零
匹
」（
東
方
社
）
▽
「
木
下

郁
」（
木
下
郁
後
援
会
）

▽
木
下
郁
「
知
事
十
六
年
・
思
い
出
す
ま
ま
」（
西
日
本
新
聞
社
）
▽
佐

藤
太
一「
木
下
県
政
余
話
」▽「
立
木
勝
を
偲
ん
で
」（「
立
木
勝
を
偲
ん
で
」

刊
行
発
起
人
会
）
▽
「
一
万
田
尚
登
伝
記
・
追
悼
録
」（
一
万
田
尚
登
伝
記
・

追
悼
録
刊
行
会
）

▽
安
東
玉
彦
「
市
政
随
想
」、「
問
わ
ず
語
り
」（
以
上
、
安
東
玉
彦
図

書
刊
行
会
）、「
あ
の
頃
あ
の
人
」（
昭
和
五
十
六
年
二
月
八
日
～
七
月

三
十
一
日
付
大
分
合
同
新
聞
に
掲
載
）

▽
平
松
守
彦「
地
方
か
ら
の
発
想
」（
岩
波
新
書
）、「
一
身
に
し
て
二
生
」（
新

潮
社
）、「
私
の
履
歴
書
」（
平
成
四
年
六
月
一
日
～
三
十
日
付
日
本
経
済

新
聞
に
掲
載
）
▽
徳
丸
壮
也
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
を
生
む
男
・
平
松
守
彦

の
発
想
と
行
動
」（
日
本
経
済
新
聞
社
）
▽
宮
崎
豊
「
福
田
平
八
郎
」
▽

清
原
宣
雄
「
物
集
高
見
」
▽
田
村
卓
夫
「
朝
倉
文
夫
」
▽
「
大
分
県
教
育

百
年
史
」（
以
上
、大
分
県
教
育
委
員
会
）
▽
堀
正
三
「
朝
倉
文
夫
の
青
春
」

（
国
文
社
）

▽
物
集
高
量
「
百
三
歳
。
本
日
も
晴
天
な
り
」、「
百
歳
折
り
返
し
点
」、「
続

百
歳
折
り
返
し
点
」（
以
上
、
日
本
出
版
社
）
▽
奥
田
恵
瑞
、
秀
「
物
集

【
参
考
文
献
・
資
料
】
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高
世
評
伝
」（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

▽
狭
間
久
「
大
分
県
文
化
百
年
史
」
▽
清
原
芳
治
「
大
分
県
の
戦
後
政
治

Ⅰ
、Ⅱ
」（
以
上
、大
分
合
同
新
聞
社
）
▽
梅
木
秀
徳
「
大
分
の
伝
説
上
巻
」

（
大
分
図
書
）
▽
永
松
秀
敏
「
シ
リ
ー
ズ
人
物
・
お
お
い
た
を
支
え
た
人
々
」

（
大
分
県
地
域
経
済
情
報
セ
ン
タ
ー
）

▽
貝
原
益
軒
「
豊
国
紀
行
」
▽
井
原
西
鶴
「
日
本
永
代
蔵
」（
岩
波
文
庫
）

▽
「
大
分
人
脈
」（
西
日
本
新
聞
社
）
▽
飯
島
貞
一
、
宇
都
宮
綱
之
「
日

本
の
臨
海
工
業
地
帯
」（
通
商
産
業
研
究
社
）
▽
上
林
貞
治
郎
「
臨
海
工

業
地
帯
の
分
析
」（
新
日
本
出
版
社
）
▽
「
駅
館
川
総
合
開
発
と
大
分
・

鶴
崎
臨
海
工
業
地
帯
」（
大
分
県
立
教
育
研
究
所
）
▽
古
茂
田
信
男
、
島

田
芳
文
、
矢
沢
保
、
横
沢
千
秋
「
日
本
流
行
歌
史
」（
社
会
思
想
社
）
▽

瓜
生
忠
夫
「
映
画
」（
三
省
堂
）
▽
谷
川
義
雄
「
年
表
１
０
０
年
史
」（
風

涛
社
）
▽
豊
田
寛
三
、
加
藤
泰
信
、
末
広
利
人
「
大
分
県
の
百
年
」（
山

川
出
版
社
）

▽
「
大
中
三
十
七
期
生
一
言
録
」（
大
中
三
七
会
）
▽
「
創
立
90
周
年
誌
」

（
大
分
上
野
丘
高
校
）
▽
「
上
野
丘
百
年
史
」（
上
野
丘
「
百
年
史
」
編
集

委
員
会
）
▽
「
大
分
市
史
中
巻
、
下
巻
」（
大
分
市
）
▽
「
目
で
見
る
大

分
市
１
０
０
年
」（
郷
土
出
版
社
）
▽
「
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
・
30
年
の
歩
み
」

（
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
）
▽
「
一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て
・
創
立
百
周
年
記
念
誌
」

（
大
分
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
▽
「
物
集
高
見
の
〝
し
き
し
ま
の
み
ち
〟」
▽

「
物
集
国
学
三
代
の
光
芒
」（
以
上
、
き
つ
き
城
下
町
資
料
館
）

▽
明
治
時
代
か
ら
昭
和
十
年
代
ま
で
の
豊
州
新
報
、
大
分
新
聞
、
昭
和

二
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
ま
で
の
大
分
合
同
、
西
日
本
、
朝
日
、
毎
日
、

読
売
、
日
本
経
済
各
新
聞
▽
平
成
二
年
一
月
三
日
付
、
同
十
三
年
八
月

二
十
日
付
各
大
分
合
同
新
聞
朝
刊
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　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法

人別府大学が、大分の文化振興の一助となることを願っ

て立ち上げたインターネット活用プロジェクト「NAN-

NAN（なんなん）」の一環です。

　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくう

えで重要な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公

開します。そして、読者からの指摘・追加情報を受けな

がら逐次、改訂して充実発展を図っていきたいと願って

います。情報があれば、ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せ

ください。

　NAN-NAN では、この「ロマンを追って」以外にもデ

ジタルブック等をホームページで公開しています。イン

ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、

ホームページが立ち上がります。まずは、クリック！！！

著
者
略
歴 

◇ 

中
川  

郁
二

　

一
九
三
七
年
生
ま
れ
、
別
府
市
出

身
。
福
岡
県
立
修
猷
館
高
、
早
稲
田

大
学
卒
。
民
間
企
業
勤
務
を
経
て
、

大
分
合
同
新
聞
社
入
社
。
報
道
部
次

長
、
別
府
支
社
編
集
部
長
、
読
者
情

報
部
長
、
論
説
委
員
、
編
集
委
員
。
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